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下田地域ケアプラザと協働し、日吉エリア５地区（日吉町、日吉本町、日吉宮前、箕輪町、下田町）において、地域
関係者と専門職とを繋ぐカンファレンスの場を包括レベル地域ケア会議と位置付け開催する。

高齢者虐待ハンドブック研修を開催し、虐待の基礎知識の理解と相談しやすい関係作りを図る。
成年後見制度の講座を開催（エンディングノート書き方講座と合わせて）し、制度の普及啓発をさらに促進する。
行政書士巡回無料相談会の継続開催。
消費生活推進委員の特殊詐欺セミナー（ほっとスペース）開催の支援。

ケアマネジャーとボランティア等、フォーマル、インフォーマルを問わず、地域で活躍する様々な職種での交流機
会をセッティングする。

日常業務を通して、地域づくりを意識した事業や取り組みを様々な関係機関と協働することで、様々な個別課題・地域課
題に取り組むむことが出来た。子育て・障がい・高齢者などジャンルに応じた取り組みを実践する中で、新たな社会資源と
の繋がりを持つことが出来た一方で、地域住民の繋がりの希薄化による多様な個別課題、担い手の不足などによる事業
の継続の困難・縮小など、今後地域づくりを推進していく上での課題も山積しています。
このような課題を整理・解決していくためにも同じ日吉地区にある下田地域ケアプラザと足並みを揃え、多職種・多機関と
の協働をさらに強固にし、チームとして個別課題・地域課題を捉え、優先順位を明確にしながら計画的に事業に取り組ん
でいくことが重要と考えています。

□ 区からのコメント
日頃の地域支援や個別の支援、アンケート、データ等を活用しながら、地区活動計画の立案・展開や地区との協働が行
われています。引き続き、5職種で連携して地区の特性や優先度に応じた支援ができるよう、所内の情報共有を徹底する
とともに、各職種の強みを活かした活動を継続してください。
これまでに地域住民や関係機関との間に築いた信頼関係を活かして、地域の課題を共有し、住民自身が問題に気づき解
決に向かえるよう積極的な支援をお願いします
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—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
2019年度のテーマ『日吉地区の地域づくりを住民とともに』
～より多くの社会資源と繋がり、地域包括ケアの推進に取り組む～
これまで以上に、より多くの様々な分野における地域の社会資源と繋がることで、日吉地区における『多角的な地域づく
り』の推進に努めます。
高齢者を取り巻く様々な問題はもちろんのこと、子育てや障がい児・者への支援、また日吉地区の地域福祉保健計画の
テーマとなっている『防災』に関しても積極的に関係機関・関係者と関わることで、地域を多角的に把握し、それぞれの分
野で抱える課題に対し、一緒に取り組んでいかれる関係作りを推進します。
同じ日吉地区にある下田地域ケアプラザとも協働し、行政（区役所など）、社会福祉協議会、自治会・町内会、地区社協、
医療・介護関係者、障がい・子育て関係者など、多くの関係機関と繋がり、ご協力を頂きながら、新たな社会資源の開発
や既存の事業の発展・推進に努めます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

障がいや経済的課題、制度のはざまにあり、支援につながりにくい家族に対応するために、高齢分野以外の行政
機関や関係機関に積極的にも働きかけていく。

子どもたちにとって安心できる身近な居場所づくりの開催有無についてのアンケートを単一自治会居住者を対象
に実施し、その結果にともない、今後の事業などについて検討していく。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

251 247 249 259 252 261 168 171 170 171 169 159

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

250 254 248 247 242 242 168 161 166 158 157 157

３ 通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
３５名（通所）１０名（認知）

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
３５名（通所）１０名（認知）

生活相談員６名（兼務含）介護職員２２名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）言語聴覚士１名（兼務）
送迎運転手６名

生活相談員６名（兼務含）介護職員２２名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）言語聴覚士１名（兼務）
送迎運転手６名

介護保険１割負担分（若しくは２割負担、３割負担）＋加算（入浴・体制強化・処遇改善）＋食費 等

初回アセスメントの他、モニタリングを定期的に行い、その時々の状態に合わせた支援（自分で出来るこ
とは行っていただく。過剰介護の軽減）が提供できるよう、サービス環境を整えます。本人が出来なくて
も、その人「らしさ」を尊重した支援を心掛け、出来る部分に目を向ける自立支援の意識を徹底したサービ
スを提供します。
ヒヤリハット事例を分析し、サービス、業務内容を見直し、防ぐことが出来る介護事故をなくしていきます。

相談業務、自主事業など、公平・中立性を確保
した上での運営に努めることが出来た。

介護サービスでの事故

令和元年度日吉本町地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・信頼性と透明性を第一に考え、誰に対しても偏見
や差別なく公平中立な対応を心掛け、相談や事業
に取り組みます。
・サービスを選択する際も、複数のサービスから選
択できるよう情報提供する。

・ヒヤリハット事例の検証と改善策の周知徹底
・カテゴリごとに作成されている事故防止対策マニュ
アルの見直し作業
・内部研修での個人情報を取り扱う際の注意喚起
及び日常作業におけるFAXやメール、郵送作業時
のダブルチェックの徹底。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

適切なアセスメントにより、個々の利用者がその人
らしく自立した生活が継続できるように目標を立て、
フォーマルなサービスだけでなく、インフォーマルな
サービスも活用したケアプランを作成していきます。
利用者だけでなく、それを支える家族（同居、別居問
わず）への配慮、協力体制にも適宜働きかけを行
い、利用者とその家族のニーズや目標が達成でき
るように支援してまいります。

日々の相談に加えて最低月に１回の訪問・モニタリ
ングを通じて、利用者個々のニーズに合わせた適切
なサービス調整業務を図っていきます。
また、地域の多様なサービスを活用できるよう情報
を集約、セルフマネジメントを推進し、利用者自身の
自立に向けた支援を行います。

常勤職員４名（社福祉職２名・看護師１名・主任CM１名）
非常勤職員２名（介護支援専門員）

常勤介護支援専門員５名（うち主任CM３名）
非常勤介護支援専門員２名

利用者
実績
（人）



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

710 750 684 762 742 682 76 80 75 83 67 50

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

724 677 627 616 632 623 67 62 58 53 59 39

利用者
実績
（人）














